
立立立 川川川 中中中 学学学 校校校 剣剣剣 道道道 部部部 ががが 初初初 参参参 加加加   

 

＜令和元年５月発行第１０号＞ 

 

顕彰会だより第１０号に寄せて 

                  清河八郎顕彰会 会長 齋 藤  満  

上皇陛下が皇位を退かれて令和元年という新しい時代を迎えることになりました。 

 会員の皆様には日頃から顕彰会活動にご支援・ご指導を賜り心から感謝を申し上げます。 

 昨年は清河八郎先生の顕彰のために対外的に発信する２大事業が行なわれました。一つは明治

維新１５０年記念フォーラムです。庄内町他関係機関や多くの団体の支援で盛大に行なうことが

できました。 

 二つ目は、「清河八郎」大河ドラマ誘致協議会の設立です。これはＮＨＫ大河ドラマの実現を

目指して官民一体となり発信・活動する組織です。この二大事業は清河八郎先生を広く世に知ら

しめることになったものと思っております。また、４月２７日には清川歴史公園清川関所がオー

プンしました。関所の上番役人である畑田安衛門から清河八郎先生が子供の頃学問を教わったと

いう、清川関所は清河八郎先生を語るには欠かせない歴史があります。 

 今年度は長年の懸案事業である「西遊草」の復刻版が庄内町観光協会の支援により、発行され

ることになりました。清河八郎先生を顕彰する立場として感謝を申し上げます。 

 末尾になりましたが、大河ドラマ化を実現するには、多くの皆様から会員になっていただき顕

彰会も一緒になって盛り上げていきたいと思っておりますので、一層のご支援・ご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 

 

  

第第 8855 回回清清河河八八郎郎顕顕彰彰  剣剣道道錬錬成成会会  

７月７日（土）旧清川小学校体育館を会場に、第８５回清河八郎顕彰剣道錬成会を開催しまし

た。山形県剣道連盟顧問阿蘇孝生氏を審判長に迎え、真剣による日本剣道形の演武に続き、庄内

地区の教士、錬士の有段者１８名による気合のこもる「立ち合い」が行われました。 

この日は、立川中学校剣道部保護者会のご理解とご協力により、９名の中学生剣士が初めて参

加しました。子供の一人は「今まで感じたことのない緊張した空気の中で、気迫溢れる先生方の

試合を見て、改めて剣道の素晴らしさを感じました。」と語っていました。 

清清清河河河八八八郎郎郎肖肖肖像像像画画画ととと一一一緒緒緒ににに記記記念念念撮撮撮影影影   



 

 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～第第７７回回文文武武体体験験子子どどもも塾塾～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～  

７月２７日（金）文武体験子ども塾を開催し、町内

二つの小学校から１０名の子供たちが参加してくれま

した。午前中は八郎生家齋藤家の菩提寺である金華山

歓喜寺で座禅体験です。柳川住職から「座禅で、静か

に目を閉じ自分の心を整えること、心を静めることが

出来るようにしましょう。」との話を聞き約２０分瞑想

の世界に浸りました。 

午後からは、八郎記念館で廣田館長から、八郎は夢

を追いつつ、文武両道「清河塾」を開くため努力し、

また外国から日本を守るため先頭になって行動を起

こした人だったことを教わった後、清川公民館に戻

り、田川地区剣道連盟会長加藤忠彦氏から「剣道は

礼に始まり礼に終わる。」との教えを受け剣道の基

本を学びました。これまで３年間連続で参加してく

れた６年生に感想を聞いたところ。「参加して今年

で３年目ですが、今年が３年間で一番楽しかったで

す。」と答えてくれました。企画準備したスタッフ

として実に嬉しい感想を聞かせてもらい、一同胸を

撫で下ろしたところです。  

～～～～～～～～～～～～～～歩歩いいてて楽楽ししむむ回回天天のの道道とと清清川川歴歴史史のの旅旅～～～～～～～～～～～～～～～～ 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

６月１７日（日）、今年で６年目、通算１１回目になる「歩いて楽しむ 回天の道と清川歴史の

旅」を開催しました。定員２０名に対し２２名の方から申し込みを頂き、当日は薄曇りで里山歩

きとしては最高の天気で行うことが出来ました。 

約１時間４０分「回天の道を」歩き、ほどよい汗

を感じた後は月の沢温泉北月山荘で入浴し、旬の月

山筍を頂きました。従来は午後から清川散策として

いたのですが、これまでのアンケートで「入浴して

からさらに汗をかくのは辛かった。」との声を受け、

清川に残る数々の歴史資産を紹介したスライドを新

たに製作し、記念館内で見て頂きました。ユーチュ

ーブで見ることが出来ます。

八郎の肖像画と一緒に記念撮影 

静寂に包まれた座禅体験 

八郎の肖像画と一緒に記念撮影 八郎の肖像画と一緒に記念撮影 八郎の肖像画と一緒に記念撮影 八郎の肖像画と一緒に記念撮影 

  

気合に合わせて面打ちの練習 

八郎座像の前で記念撮影 初めての試みだったスライド上映 

旬を頂いた北月山荘の昼食 

歴史の里清川 検索 



特特特集集集    

県内外から４００名超の参加者！ 
１１月１０日（土）、１１日（日）、二日間の日程で明治維新１５０年を記念し

“清河八郎はどんな人⁉”をテーマにフォーラムを開催しました。一日目は、庄内

町余目「響ホール」で開催され（参加者約３００名）、二日目は、清河八郎生誕の地、清川の

「清川公民館」を会場に行われました。（参加者約１２０名） 

開会行事の中で、山岡鉄舟ゆかりの寺、東京谷中の全生庵から清河八郎記念館に、清河八郎関

係史料の贈呈が行われました。 

【第一日目】会場：余目「響ホール」 

◆アトラクション「上山市無形文化財上山藩鼓笛楽」 

戊辰の役の頃に上山でフランス式の軍隊調練を 

行った折に奉奏されたことが始まりと伝えられて 

いる上山藩鼓笛楽を披露して頂きました。 

◆記念講演「清河八郎と安積（あづみ）五郎」 

講師：徳田 武 氏（明治大学名誉教授） 

  漢詩・漢文を自在に読みこなすことの出来る、 

徳田先生から親友の安積五郎との交友を中心に講 

演して頂きました。 

“町人無礼討ちは、幕府側の陰謀” 

“八郎の人間性も一言で割り切れない” 

◆パネルディスカッション（第一部） 

司  会 池田定志氏（前庄内町教育長、（公財） 

清河八郎記念館理事） 

パネラー 西脇康氏（東京大学史料編纂所専門職員） 

     金野啓史氏（日野市立新選組のふるさと 

歴史館館長） 

     本林義範氏（東京都台東区谷中 全生庵 

副住職） 

     岩下哲典氏（東洋大学文学部史学科・大 

学院文学研究科史学専攻教授） 

発言要旨から特筆すべき内容を掲載します。 

“町人無礼討ちは、不幸な出来事”（西脇）  

“清河の文才はすごかった”（西脇） 

“史料から見た見通し、清河は西郷と会っている！”（西脇） 

“清河八郎がいなければ新選組はなかった”（金野） 

“持ち前の行動力とネットワークを活かして、浪士  

を結集”（金野） 

“本当の友人、千秋万古、この人朽ちず”（本林） 

“鉄舟と清河八郎は非常に似ていたのではないか”

（本林） 

“泥舟は、兄のように清河を見ていた”（岩下） 

“「江戸無血開城」に清河の思想的なものが存在す 

る？”（岩下） 余余余目目目会会会場場場パパパネネネラララーーーののの皆皆皆さささんんん    

記記記念念念講講講演演演をををすすするるる徳徳徳田田田武武武氏氏氏   

オオオーーープププニニニンンングググアアアトトトラララクククシシショョョンンン上上上山山山藩藩藩鼓鼓鼓笛笛笛楽楽楽   



【第二日目】会場：清川「清川公民館」 

◆アトラクション「戊辰の役を戦った女たち」 

 中村恵二氏の紙講話「麗人剣士中澤琴物語」、三浦㐮

水氏の琵琶演奏、会津こころ亭星絵里子氏の紙芝居

「新島八重物語」 

◆パネルディスカッション“清河八郎はどんな人⁉”

（第二部） 

司  会 加藤 淳氏（『新釈 清河八郎伝』著者） 

パネラー 横山昭男氏（山形大学名誉教授） 

     長南伸治氏（（公財）上山城郷土資料館学芸員） 

     廣田幸記氏（（公財）清河八郎記念館館長） 

     和田一江氏（鶴岡市立第二中学校教頭） 

“八郎は筆まめで、書簡の文体は実直・誠実そのもので、 

人間味に溢れている”（横山） 

“儒学者から「経世済民」の行動者に変わる”（横山） 

“清河八郎顕彰活動のゴールは、贈位決定”（長南） 

“思い立ったら即行動。最短距離で目的達成を目指す人物”（長南） 

“記念館は、建築以来 55 年、老朽化”（廣田） 

“町の 4偉人、清河八郎記念館が、新しい博物館になればいい”（和田） 

 最後に、齋藤耕治実行委員長から「今回のフォーラムを通して、八郎さんのこれまで、あまり

良くない評価のあった町人無礼斬りと、浪士組が江戸に帰って攘夷を実行する提案について、あ

らためて、私は見方が変わりました。」と閉会の挨拶がありました。 

  

顕彰会への加入状況                 （単位：人／△：減）                    

顕彰会への継続及び新規加入のお願い 

 平成３０年度における顕彰会への加入状況は、上表のとおり対前年度比３.０%、９人減とな

っております。会員になられますと、記念館入館無料の年間パスポートや、賛助会員として５，

０００円以上の皆様には、八郎と母の伊勢神宮旅日記「西遊草（復刊）」を贈呈させて頂く予定

です。本会設立の趣旨をご理解頂き引き続きの加入と新規の加入をお願い致します。 

顕彰会及び記念館に関するお問い合わせは 

☎０２３４－５７－２１０４（清河八郎記念館 ＦＡＸ兼用）へお願い致します。 

■ 清河八郎記念館 e-mail：spcp4yb9@pearl.ocn.ne.jp 

■ 清河八郎ホームページ：http://www.navishonai.jp/hachiro/ 

■ 清河八郎顕彰会のブログ：http://plaza.rakuten.co.jp/kaiten/  

■ 歴史の里清川（youtube）：https://www.youtube.com/watch?v=FwGuLdPvzoE 

年  度 
清 川 

地区内 

清 川 地 区 外 
合 計 

町内 庄内 内陸 県外 法人等 計 

平成 29 年度 167 46 19 11 38 19 133 300 

平成 30 年度 160 45 17 14 31 24 131 291 

増   減 △7 △1 △2 3 △7 5 △2 △9 

平成２８年４月１４日付け「荘内日報」掲載記事です。 

星星星絵絵絵里里里子子子氏氏氏ののの紙紙紙芝芝芝居居居   

超超超満満満員員員ののの清清清川川川会会会場場場   


